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 要 旨   

 

背景 

 ABT-436（強力および選択的なアルギニンバソプレシン（AVP 1B 型受容体（V1B）アンタゴニス

ト）は、以前にヒトで基礎視床下部-下垂体ｰ副腎（HPA）軸の減弱を示した。 

V1B アンタゴニストは、ストレス調節における V1B 受容体の役割とストレスがアルコール依存の再

発の誘因であるとの発見から、アルコール依存患者の治療になると仮定される。 

V1Bアンタゴニストは、アルコール依存症のラット・モデルで、良好な結果を示した。 

V1B アンタゴニストの単回投与臨床研究は、ABT-436 とアルコールの間の薬物動態学的であるか

薬力学的相互作用への可能性を評価するために行われた。 

方法 

 20人の中等度アルコールを飲む人は、二重盲式無作為 4時期交差試験で、一回の 1,000mgの

ABT-436用量（または対応するプラセボ）と一回の 0.5g/kgのアルコール用量（またはアルコールの

ためのプラセボ）の 4つの組合せを各々受けた。 

血漿 ABT-436 と血中アルコール濃度は、薬物動態学的相互作用を評価するために測定された。 

コンピューター化された認識試験（CDRシステム）、Bond-Lader Visual Analog Scales尺度と姿勢安

定性試験は、ABT-436でアルコールと潜在的相互作用の効果を測定するのに用いられた。 

ABT-436の薬理効果は、血清コルチゾールを測定することによって評価された。 

結果 

 ABT-436 もアルコールも、他の血中濃度に影響を及ぼさなかった。 

アルコールは、5 つの CDR システム・コンポジット変数のうちの 2 の上で、成績を低下させた（注意

力（p = 0.002）; 第２のエピソード記憶の質（p < 0.001））、そして、姿勢安定性の減弱（p = 0.043）。 

ABT-436は、それらの悪影響を悪化させなかった。 

ABT-436は血清コルチゾール（p < 0.001）を減少させた。そして、アルコールは HPA軸に対するこ

の予想される効果を有意に減弱させなかった。 

結論： 

 ABT-436 とアルコールの間の薬物動態学的または薬力学的相互作用は、観察されなかった。 

  

 


